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１．自主防災組織とは１．自主防災組織とは１．自主防災組織とは１．自主防災組織とは    

 大きな災害が発生したとき、被害を最小限に抑えるためには、自分自身を守

る「自助自助自助自助」、隣近所の相互連携による「共助共助共助共助」、消防などの公共機関による救

助・支援などの「公助公助公助公助」がそれぞれ最大限に機能を発揮することが重要です。

そのなかでも、自主防災組織は「共助」の主体であり、町内会や行政区、通学

区など生活環境を共有している地域で、住民の手による自治的な組織を基本と

するものです。 

  

【参考】  

◎災害対策本◎災害対策本◎災害対策本◎災害対策本部基本法第７条第２項部基本法第７条第２項部基本法第７条第２項部基本法第７条第２項 

 住民は、「自ら災害に備えるための手段を講ずるとともに、自発的な防災活動に自ら災害に備えるための手段を講ずるとともに、自発的な防災活動に自ら災害に備えるための手段を講ずるとともに、自発的な防災活動に自ら災害に備えるための手段を講ずるとともに、自発的な防災活動に

参加する等防災に寄与するように努めなければならない参加する等防災に寄与するように努めなければならない参加する等防災に寄与するように努めなければならない参加する等防災に寄与するように努めなければならない」こととされています。  
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２．自主防災組織の必要性２．自主防災組織の必要性２．自主防災組織の必要性２．自主防災組織の必要性    

 大地震などの災害の場合、建物の倒壊や火災など、個人では対応が困難な事

態が同時に広い範囲で発生することが予想されます。また、これらの被害や道

路交通網の破壊、電話の不通や電気・ガス・水道施設などが寸断されることな

どにより、発生直後は、一時的に消防など公共機関の対応能力を超える状況に

おちいる恐れがあります。 

 このため、特に災害の発生直後においては、地域の皆様がお互いに協力し「自「自「自「自

分たちの地域は、自分たちで守る」分たちの地域は、自分たちで守る」分たちの地域は、自分たちで守る」分たちの地域は、自分たちで守る」ことが大変重要となります。 

  

３．自主防災組織の効果３．自主防災組織の効果３．自主防災組織の効果３．自主防災組織の効果    

 これまでのことから、大きな災害が発生した際には、地域の住民がお互いに

助け合う「共助」により、被災者の救出・救助、初期消火活動、避難活動や安

否活動などの自主防災活動が効果的に行われる必要があります。自主防災活動

を行う地域住民が災害後のパニックを引きずり、各自ばらばらに行動していて

も効果は低く、かえって混乱を招くおそれすらあります。地域としての防止力

を最大限に発揮するために、地域住民相互の共通確認に基づく組織的な活動が

必要となります。 

 自主防災組織においては、平常時平常時平常時平常時には、災害が起こったときに予想される被

害をできるだけ抑え、地域防災力が最大限発揮できるような体制・状態を準備・

用意し、そして災害時災害時災害時災害時には、その状況に応じて、初期消火、救出・救護、避難

誘導、給食・給水などの災害対策を迅速に行います。 
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４．自主防災組織のつくり方４．自主防災組織のつくり方４．自主防災組織のつくり方４．自主防災組織のつくり方    

    【自主防災組織の要件】【自主防災組織の要件】【自主防災組織の要件】【自主防災組織の要件】    

 自主防災組織は、地域の住民が組織結成に合意し、規約、組織、活動内容を

定めることで成立します。町や消防機関に許可申請などの手続きを行う必要は

ありません。しかし、防止活動を行うには、町や消防機関との連携が必要なた

め、町町町町に組織の結成を知らせておくことは必要に組織の結成を知らせておくことは必要に組織の結成を知らせておくことは必要に組織の結成を知らせておくことは必要です。 

【適正な組織の規模】【適正な組織の規模】【適正な組織の規模】【適正な組織の規模】    

 自主防災組織は、地理的条件、生活環境などから見て、地域として一体性を

有する大きさが最も効果的に活動できる規模とされています。そのため、自主

防災組織の多くは、行政区や町内会、小学校の通学区域などを目安に結成され

ています。 

【規約で定める項目例】【規約で定める項目例】【規約で定める項目例】【規約で定める項目例】     

  （１）組織の名称・目的  

  （２）事業内容  

  （３）構成員 

  （４）その他必要事項 

【設立の手順】【設立の手順】【設立の手順】【設立の手順】    

①行政区、地元消防団、防災に関心のある方と連携を図りながら、設立の合意

をとる。    

②自主防災組織の規約、構成員名簿（行政区の班と氏名が記載された名簿等）

を作成する。 

③町へ届け出する。 

３３３３    



                     

◆地域安全安心コミュニティー◆地域安全安心コミュニティー◆地域安全安心コミュニティー◆地域安全安心コミュニティー    

 特に大きな災害が発生した場合は、地域の力を総動員して立ち向かうことに

なります。お年寄りや障害を持った方、小さいお子さんなど、いわゆる災害時お年寄りや障害を持った方、小さいお子さんなど、いわゆる災害時お年寄りや障害を持った方、小さいお子さんなど、いわゆる災害時お年寄りや障害を持った方、小さいお子さんなど、いわゆる災害時

要援護者の緊急避難要援護者の緊急避難要援護者の緊急避難要援護者の緊急避難には、地域の民生委員や福祉団体などとの連絡が欠かせま

せん。また、救助・救護のためには地元消防団、医療機関、事業所などとの連

携が大変効果を発揮します。長期に避難所を開設することになれば、心のケア

や秩序維持などのため女性団体や防犯委員、災害ボランティアといった方々の

協力があれば心強いものです。  

 組織化にあたっては、地元消防団、防犯協会、交通安全協会、民生委員、児

童委員、学校 PTAなど地域の力を最大限に活かす必要があります。  

 そして、組織の活動範囲を防災だけに限定せず、安全で安心して住める地域

づくりのための土台とすることは、失われがちな地域コミュニティーの形成に

も役割を果たす効果が期待できます。 

５．地域防災力向上のために５．地域防災力向上のために５．地域防災力向上のために５．地域防災力向上のために    

地域の防災は、まず、どのような災害が地域に被害を及ぼすかを知ることから

始め、そして、それらの災害に対する弱さを認識し、そのうえでいざ災害が起

きても致命的な被害に至らないように準備をしていきます。 

 しかし、これらの実現には時間やお金、労力が掛かることでもあり、必要な

ことを一度にやることは困難です。まず実現可能な目標を定め、年次計画など

により、段階的に無理なくそして着実に地域防災力の向上を進めて行きます。 

 そして、組織の規約などにより、係りの方の負担にならない範囲で役割や防

止行事を明確にし、定期的に自己点検を行いながら自主防災活動を継続してい

くことがもっとも大切なことなのです。 

 

４        


